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資
料
紹
介《

(北
京
)
万
国
公
報
》

清
末
維
新
派
が
発
行
し
た
最
初
の
雑
誌

若

杉

邦

子

梁
啓
超
が
新
聞

・
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
清
末
民
初
の
知
識
人
に
絶
大
な
る
影
響
を
及
ば
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
梁
啓
超
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
の
意
義
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
反
面
、
彼
が
メ
デ

ィ
ア
に
関
わ
る
に

至

つ
た
契
機

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言

い
難
い
。
今
、
本
稿
が
紹
介
し
よ
う
と
す

る

《
(北
京
)
万

国
公
報
》
に
し
て
も
、
彼
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
の
出
発
点
と
な

つ
た
極
め
て
重
要
な
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
、

い
く

つ
か
の
理
由
に

ょ

っ
て
知
名
度
が
極
端

に
低
い
。

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
は
そ
の
正
式
な
名
称
を

《
万
国
公
報
》
と
言
い
、
清
末
維
新
派
が
北
京

で
発
行
し
た
最
初

の
雑
誌
で
あ
る
。

本
稿
が
表
記
の
際
に
あ
え
て

"
北
京
"
と

こ
と
わ
る
の
は
、
欧
米
人
宣
教
師
の
出
版
機
構

で
あ
る

"広
学
会
"
が
、

《
(北
京
)
万
国

公
報
》
に
先
駆
け
て
上
海
で
発
行
し
た
同
名
の
機
関
誌

《
万
国
公
報
》

(
こ
こ
で
は

《
(上
海
)
万
国
公
報
》
と
表
記
す
る
)
と
区
別
す
る

た
め

で
あ
る
。
広
学
会
の

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
は
、

一
八
六
八
年

(原
名
は

《中
国
教
会
新
報
》、

一
八
七
五
年
に
こ
の
名
に
改
め
ら
れ

た
)
か
ら

一
九
○
七
年
に
か
け
て
、
約
四
十
年
間
に
わ
た
り
発
行
さ
れ
た
。

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
は
そ
の
最
終

目
標
を
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
に
置
い
て
い
た
が
、
ま
ず
は
中
国
社
会
に
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、
宗
教
色
を
前
面
に
は
打
ち
出
さ
ず
、
知

識
の
普
及
を
表
看
板
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
う
し
た
配
慮
が
効
を
奏
し
て
、
同
報
は
清
末
民
初

の
知
識
人
達
に
大

い
に
支
持
さ
れ
た

と
い
う
。

《
(上
海
)
万
国
公
報
》

の
方
が

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
よ
り
三
十
年
近
く
も
早
く
創
刊
さ
れ
、
か
つ

《
(
上
海
)
万
国
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《
(
北
京

)
万

国
公
報

》

(若

杉

)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
五
号

公
報

》
が
当
時
既
に

一
通
り
で
な
い
知
名
度
と
影
響
力
を
誇

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
維
新
派
が

《
(
北
京

)
万
国
公
報
》
を

創
刊
し
た
際
に
、

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》

の
存
在
を
知
り
な
が
ら
、
あ
え
て
同
じ
名
称
を
自
分
達

の
雑
誌
に
冠
し

た
こ
と
は
疑
い
が

な
い
。
あ
る
い
は
彼
ら
は

《
(上
海
)
万
国
公
報
》
を
知

っ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
に
影
響
さ
れ

て
、
北
京

で

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
創
刊
し
た
と
さ
え
疑
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
た
後
に
ふ
れ
た
い
と
思

う
。

一
九
八
〇
年
代

の
初
頭
ま
で
、
中
国

(大
陸
)
の
史
学
界
は
し
ば
し
ば

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》

の
存
在
自
体
を
見
落
と
し
た
り
、

あ
る

い
は

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
と

《中
外
紀
聞
》
と
を
同

一
視
し
た
り
し
て
き
た
。

一
九
五
五
年
に
出
版
さ
れ
た
文
公
振
の

『
中

国
報

学
史
』
(北
京

生
活

・
読
書

・
新
知
三
聯
書
店
)
や

一
九
八
○
年
に
上
梓
さ
れ
た
孟
祥
才

の

『
梁
啓
超
伝
』
(北
京
出
版
社
)
な
ど
が

そ
の
代
表
的
な
例

で
あ
る
。

一
九
八
四
年
に
な

っ
て
湯
志
鉤
が
そ
の
労
作

『
戊
戌
変
法
史
』
(人
民
出
版
社
)
の
中
で
、

「
晩
近
史
籍
,

或
以
強
學
會
最
早
之
報
叫

『
中
外
紀
聞
』,
或
以

『
中
外
紀
聞
』
即

『
万
国
公
報
』
,
實
誤
。」
(同
書

一
二
九
頁
)
と
明
確
に
否
定
し
て

以
来
、
よ
う
や
く
そ
う
し
た
事
実
誤
認
は
是
正
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
の
資
料
的
価
値
に
着
目
し
、
重
点
的

に
考
察
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
今
も

っ
て
活
発
と
は
言
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。

《
(北
京

)
万
国
公
報
》

の
知
名
度
が
低
か

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
次

の
三
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第

一
は
該
報
の

発
行

部
数
が
元
来
少
な
く
、
し
か
も

↓
部
の
士
大
夫
に
し
か
読
ま
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
第

二
は
、
同
名
で
、
し
か
も
極
め
て
有
名
な

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
が
、
無
名

の

《
(北
京
)
万
国
公
報
》

の
存
在
を
す

つ
か
り
覆

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
、
第

三
は
、
維
新
派
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
梁
啓
超
や
康
有
爲
が
、
戊
戌
政
変
後
、
公

の
場
で
こ
の
雑
誌
の
名
称
を
ほ
と
ん
ど

口
に
し
な
か

っ
た
こ
と

(梁
啓
超

の

『
飲
泳
室
専
集
』
に
収
め
ら
れ
た

『戊
戌
政
変
記
』
附
録

『改
革
起
原
』
は

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
と
い
う
雑
誌
名
を
明
示
す
る
唯

一
の
文
章

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

『改
革
起
原
』
は

《清
議
報
》
に

『
戊
戌
政
変
記
』
が
連
載
さ
れ
た
当
時
、
す
な
わ
ち
光
緒
二
十
四
年
十

一
月
か
ら
同
二

十
五
年
二
月
に
か
け
て
の
間
は
、
同
報
上
に
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

『改
革
起
原
』
の
初
出
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
検
討
し
た
い
)
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
事
実
が
あ

い
ま

っ
て
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
の
存
在
を
知
る
人
が

一
時
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
い
う
状
況
に
ま

で
至

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
等
閑
視
さ
れ
て
き
た

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
で
あ
る
が
、
梁
啓
超
の
経
歴
を
考
え
る
上
で
は
非
常

に
重
要
な
意
味
を

も

つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
は
、
こ
の
機
関
誌
が
北
京
で
創
刊
さ
れ
た

一
八
九
五
年
八
月
十
七
日

(光
緒

二
十

一
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年
六
月
二
十
七
日
)
に
、
そ
の
編
集
者
兼
主
筆
の
役
割
を
任
さ
れ
た
時
点
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
で
あ
る

(
そ
の
当
時
梁
啓
超
は
満

二
十

二
歳
で
あ

っ
た
)。

つ
ま
り

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
の
創
刊
は
彼
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
人
生
の
始
ま
り
そ
の
も

の
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
が
、
明
代
以
来

つ
づ
く
京
報
し
か
存
在
し
な
か

つ
た
首
都
北
京
に
お

い
て
、
最
初
に
発
行
さ
れ
た

民
報

で
あ

っ
た
点
も
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
は
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
戊
戌

維
新
運
動

の

"原

点
"

に
新
し
い
観
点
か
ら
光
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
も
極
め
て
意
義
に
富
む
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
柄
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
該
報
の
資
料
的
価
値
が
梁
啓
超
研
究
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
中
国
報
学
史
、
ひ
い
て
は
中
国
思
想
史

の
分
野
に
ま
で
幅
広
く
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
こ
の

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
を

取
り
上
げ

て
そ
の

概
要
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ

の
前
に
こ
こ
で

一
つ
こ
と
わ

つ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
存
す
る

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
は
著
し
く
少
な
く
、
今

日
そ

の
創
刊
号
か
ら
最
終
号
ま
で
を

一
揃

い

(全
四
十
五
冊
)
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
全
中
国
で
も
た
だ
上
海
の

"
中
国
基
督
教
三
自
愛
国

運
動
委
員
会
"
図
書
館

(
以
下

"キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
"
と
略
称
)
の
み
で
あ
る
。

こ
の
図
書
館
が

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を

一
般
に

公
開
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
影
印
本
も
今
の
と
こ
ろ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
該
報
を
全
般
的
に
調
査
す
る

こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
筆
者

の
場
合
も
結
局
、
そ
の
閲
覧
に
対
す
る
正
式
な
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

し

か
し
、
そ
う
し
た
不
利
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
紹
介

で
は
あ
え
て
こ
の

《
(北
京
)
万
国
公
報

》
を
取
り
上
げ
た

い
。

そ
の
理
由
は
、

《
万
国
公
報
》
と
い
う
雑
誌
名
な
ら
び
に
キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
該
報
に
関
す
る
若
干
の
情

報

(
体
裁
や
篇
目
等
)、
ま
た
周
辺
の
諸
資
料

(
中
国
語
、
英
語
)
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
事
実
が
判
明
し
、
そ

の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
稿
で
は
、
書
名
を
表
す
と
き
に
は

『
』
の
記
号
を
、

新
聞

・
雑
誌
名
を
表
す
と
き
に
は

《
》

の
記
号
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
こ
の
機
会
に
、
貴
重
な

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
所
蔵
す
る
キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
の
こ
と
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

"中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
"
の
前
身
は
、
先
述
の
広
学
会
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
に
は
今
も
な
お
、

広
学
会
の
宣
教
師
が
外
国
人
の
視
点
か
ら
著
し
た
文
献
や
、
布
教
活
動
を
行
う
外
国
人
が
当
時
の
中
国
を
知
る
手
掛
り
と
な
り
そ
う
な

資
料

(
《北
京
万
国
公
報
》
を
含
む
)
が
豊
富
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
に
し
て
も
広
学
会
が
、
自
分
達
の
機
関

《
(
北
京

)
万

国
公
報

》

(若

杉

)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
五
号

誌
と
同
名
の
雑
誌
が
北
京
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
の
一
セ
ッ
ト
を
保
管
し
て
お
い
た
た
め
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と

と
相
な
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
図
書
館

の
職
員
よ
り
直
接
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
現
存
す
る

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
の
誌
面
に
は
、
出
版
元
や
出
版

年
月

日
に
つ
い
て
の
記
録
が
な
く
、
あ
る
の
は
た
だ
号
数

の
記
載

の
み
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
推
す
に
、
維
新
派
は

《
(
北

京
)
万
国
公
報
》
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ

っ
て
そ
の
責
任
の
所
在
を
伏
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

後
に
維
新
派
が
保
守
派

(頑
固
派
)
に
よ

つ
て
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
と
も
、
あ
る
い
は
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が

つ
て
、
本
来
な
ら
ば
創
刊
日
や
発
行
の
間
隔
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ

つ
た
。
し

か
し
、
現
存
す
る

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
第

一
号
の
タ
イ
ト
ル
右
横

の
余
白
部
分
に
、
広
学
会
の
幹
事
李
提
摩
太

(空
。
冨
「α
●■
ぎ

○
チ
く
)
の
英
文

メ

モ
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
重
要
な
デ
ー
タ
が
具
体
的
に
判
明
し
た
の
で
あ
る

(湯
志
鈎

『戊
戌
変
法
史
』

=

一九
頁
参
照
)。

そ
れ
に
よ
る
と

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
は

一
八
九
五
年
八
月
十
七
日
に
北
京

で
創
刊
さ
れ
、
発
行
は
全
部

で
四
十

五
期
に
及
ん
だ
。

こ
の
雑
誌
は
隔
日
で
発
行
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
最
終
号

(第
四
十
五
号
)
の
発
行
は

一
八
九
五
年
十

一
月
の
中
旬

か
ら
下
旬
頃
に
か

け
て

で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

該
報

の
体
裁
に
つ
い
て
も
図
書
館
員
に
直
接
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
版
枢
は
高
さ
が
約

二
十
二
セ
ン
チ
、
幅
が
約
十

ニ
セ
ン
チ
で
、

中
国
紙
を
用
い
て
お
り
、
四
葉

八
面
か
ら
成
る
線
装
本
で
あ
る
と
い
う
。
片
端
を
綴
じ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を
新
聞
で
は
な

く
雑
誌
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
は
第
四
十
五
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
時
点

で
暫
時
停
刊
し
、
そ
の
後
は

《中
外
紀
聞
》
と

い
う
新
た
な
名
称

の
も

と
に
十
二
月
十
六
日
よ
り
再
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
た
だ
し
こ
の

《中
外
紀
聞
》
は
、
第
十
八
号
が
出
さ
れ
た
翌
日

(
一
八
九
六

年

一
月

二
十
日
)
に
、
保
守
派
に
よ
る
強
学
会
弾
圧
の
あ
お
り
を
受
け
て
停
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
。

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
が
無
料

で
配
布
さ
れ
た
の
に
対
し
、

《中
外
紀
聞
》
は
購
読
料
を
徴
収
し
、
そ
の
体
裁
と
中
身
の
質
も

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
時
代
に
比
べ
る
と
格
段
に
向
上
し
た
よ
う

で
あ
る
。
な
お
、

《
万
国
公
報
》
と
い
う
名
称

が

《中
外
紀
聞
》

へ
と
改
め
ら
れ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
先
に
示
し
た
李
提
摩
太
の
メ
モ
が
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
広
学
会

の
機
関
誌

と
維
新
派

の
雑
誌
と
が
同

一
視
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
李
提
摩
太
が
、
維
新
派
に
そ
の
改
名
を
要
請
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
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『
康
南
海

(
有
為
)
自
編
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
の
撰
述
と
編
集
を
担
当
し
た
の
は
梁
啓
超
と
麦
孟
華

(字

儒
博
、
号
蜆
庵

一
八
ヒ
五
ー

一
九

一
五
)
の
二
人
で
あ

っ
た
。

こ
の
麦
孟
華
と

い
う
人
物
は
、
広
東
順
徳
の
出
身
で
光
緒
十
九
年

の
挙

人
で
あ
り
、
そ
の
著
に

『
蜆
庵
詩
詞
』
を
残
す
。
彼
は

《
万
国
公
報
》
や

《時
務
報
》
に
参
与
し
た
他
、

一
八
九
七
年
に
は
梁
啓
超
ら

と

"
不
纏
足
会
"
を
組
織
し
、

そ
の
董
事

に
就
任
し
た
。
戊
戌
政
変
後
は
日
本
に
亡
命
し
、

《
清
議
報
》
を
援
助
、

一
九
○
二
年
に

《新

民
叢
報
》
が
創
刊
さ
れ
た
後
は
そ
の
撰
述
人
と
し
て
お
お
い
に
筆
を
揮

い
、

一
九
○
七
年
に
は
東
京

で
君
主
立
憲
を
宣
揚
す
る
団

体

"
政
聞
社
"
を
組
織
す
る
な
ど
、
終
始

一
貫
し
て
維
新
派
の
重
鎮
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も

『
(北
京
)
万
国
公
報
』

の
出
版
を
発
起
し
た
の
は
康
有
為
を
始
め
と
す
る
維
新
派
の
人
士
た
ち
で
あ

っ
た
。

「
李
聯

(蓮

)
英
爲
宙
寺
,

不
識
地
圖
,
乃
至
徐
用
儀
亦
然
,
皆
日
中
國
甚
大
,
台
湾
乃

一
点
地
,
去
之
何
妨
?
太
后
習
聞
之
,
故
軽
割
棄
也
。

(『
康
南
海
自
編
年
譜
』
光
緒
二
十

一
年
条
項

中
国
史
学
会
編

『
戊
戌
変
法
資
料
』
第
四
巻
)」
と
は
、
馬
関
条
約
締
結

二

八
九
五
年
四
月

十
七

日
)
直
後
に
康
有
為
が
吐
露
し
た
言
葉

で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
彼
ら
は
中
国
積
弱
の
最
大
の
原
因
が
清
朝
の
士

大
夫

の
世
界
情
勢

に
対
す
る
無
知
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
ま
ず
は
現
状

の
打
破
こ
そ
が
急
務
で
あ
る
と
判
断
し
、
第

一
次

"公
車
上
書
"

(
」
八
九
五
年
五
月
)
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の
八
月
に
は
、
早
く
も

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
創
刊
し
、
輿
論

の

喚
起

に
努
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

維
新
派
人
士
た
ち
に
よ
る
機
関
誌
創
刊
を
邊
る
そ
う
し
た
意
図
は
、
該
報
の
篇
目
の
上
に
も
明
ら
か
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
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中
国
文
学
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集

第
二
十
五
号

《
萬
國
公
報
》
篇
目

一
覧

第

一
号

第

二
号

第

三
号

第

四
号

第

五
号

第

六
号

第
七
号

第

八
号

第
九
号

第
十
号

第
十

一
号

第
十
二
号

第
十
三
号

第
十
四
号

第
十
五
号

第
十
六
号

第
十
七
号

第
十
八
号

第
十
九
号

第

二
十
号

第

二
十

↓
号

第

二
十

二
号

第

二
十

三
号

地
球
萬
國
説

地
球
萬
國
兵
制

通
商
情
形
考

佃
漁
養
民
説

譯
西
報
論
鐵
路

(未
完
)

鐵
路
情
形
考

(續
譯
西
報
論
鐵
路
)

照
録
美
國
林
樂
知
原
譯
英
鐵
路
公
司
清
単

萬
國
鉱
務
考

照
録
上
海
公
報
論
西
國
郵
政

(未
完
)

照
録
上
海
公
報
論
西
國
郵
政

(續
完
)

照
譯
英
郵
局
報
単

照
譯
美
國
郵
局
報
単

照
録
醇
叔
転
星
使
日
記
論
鐵
路
二
則

(醇
福
成
)

照
譯
美
國
林
樂
知
論
鐵
路

萬
國
郵
局
章
程
贋
値
考

各
國
學
校
考

鐵
路
通
商
説

鋳
銀
説

俄
國
新
築
西
伯
里
亜
鐵
路
説

(録
林
樂
知
原
稿
)

(未
完
)

俄
國
新
築
西
伯
里
亜
鐵
路
説

(録
林
樂
知
原
稿
)

(續
完
)

報
館
考
略

鐵
路
改
漕
説

鐵
路
備
荒
説

印
俄
工
藝
興
新
富
國
説

學
校
説

(未
完
)

學
校
説

(續
)

學
校
説

(續
完
)

第

二
十
四
号

第

二
十
五
号

第

二
十

⊥ハ
ロ万

第

二
十

七
号

第

二
十

八
号

第

二
十

九
号

第
三
十
号

第
三
十

一
号

第
三
十

二
号

第
三
十

三
号

第
三
十

四
号

第
三
十

五
号

第
一二
十

⊥ハ
ロ万

第
三
十
七
号

第
三
十

八
号

第
三
十
九
号

第
四
十
号

第

四
十

一
号

第

四
十

二
号

第

四
十

三
号

第

四
十

四
号

第

四
十

五
号

鐵
路
釋
疑

(未
完
)

鐵
路
釋
疑

(續
完
)

雑
録
開
辮
鐵
路

工
程
数
事
爲
問
答
以
明
之

鐵
路
便
行
旅
説

鉄
路
興
屯
墾
説

鐵
路

工
程
説
略

(未
完
)

鐵
路

工
程
説
略

(續
)

鐵
路

工
程
説
略

(續
)

鐵
路

工
程
説
略

(續
)

鐵
路

工
程
説
略

(續
完
)

王
爵
桑
星
使
条
陳

八
事
録
呈
衆
覧

(未
完
)

(王
之
春

)

王
星
使
使
俄
草
条
陳

(續
)

(
王
之
春
)

王
星
使
条
陳

(續
)

(
王
之
春
)

王
星
使
条
陳

(續
完
)

(王
之
春

)

嵐辰
饅
子
祓柑
込謂

(土
小
心兀
)

農
事
略
論

(續
農
學

略
論
)

農
器
説
略

(續
農
事
略
論
)

西
國
兵
制
考
上

=
論
選
將

西
國
兵
制
考
中

=
論
練
兵

西
國
兵
制
考
下

=
論
営
規

農
學
略
論

(續
第

三
十

八
号
農
器
説
略
)

照
録
海
關
報
冊
論
光
緒

二
十

一
年
各

口
貿
易
情
形

(未
完
)

照
録
海
關
報
冊
論

(續
)

通
商
情
形

(續
照
録
海
關
報
冊
論
完
)

美
國
四
百
年
大
會

記
略

(未
完

)

徳
國
兵
制
考
略

(譯
山
東
水
師
洋
教
習
稿
)

(
未
完

)
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以
上

の
篇
目
を
見
る
こ
と
に
よ

つ
て
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
は
、
創
刊
号
の

「
地
球
万
国
説
」
か
ら
最
終
号

(第

四
十
五
号
)
の

「
徳

国
兵
制
考
略
」
に
至
る
ま
で
、
徹
頭
徹
尾
、
世
界
事
情
の
紹
介
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の

テ
ー

マ
の
重
点
が
富
国
、
強
国
、
養
民
、
教
民
と
い
っ
た
当
面
急
務
の
問
題
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な

る
。

と

こ
ろ
で

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
は
北
京
の
新
聞
史
上
に
新
た
な

一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
該
報
を

北
京
で
発
行
し
た

理
由

と
し
て
、
康
有
爲
は

『
自
編
年
譜
』

に

「
変
法
の
本
源
は
北
京
よ
り
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
」

「
王
公
大
臣
よ

り
始
め
ら
れ
ね
ば

な
ら

な
い
」
と
判
断
し
た
た
め
だ
と
述

べ
て
い
る
。
康
有
爲

の
政
治
活
動
が
公
車
上
書
に
始
ま
り
、
戊
戌
変
法
で
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
彼
の
政
治
活
動
は
常
に
直
接
的
で
急
進
的

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
彼

の
政
治
活
動
の
傾
向
に
鑑
み
れ
ば
、

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
を
敢
え
て
北
京
で
創
刊
し
た
理
由
は
お
の
ず
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

記

録
に
よ
れ
ば

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
創
刊
す
る
際
に
は
印
刷
設
備
の
問
題
も
浮
上
し
た
と

い
う
。
従
来
京
報
の
み
し
か
存
在

し
な
か

つ
た
北
京
に
最
新
の
印
刷
機
器
な
ど
が
備
わ

っ
て
い
る
は
ず
は
な
く
、

一
方
、
機
器
を
購
入
す
る
と
な
れ
ば
莫
大
な
資
金
が
必

要
と
な
る
た
め
、
維
新
派
は
仕
方
な
く
京
報

の
発
行
所

に
委
託
し
て
、
そ
の
木
製

の
活
版
で
こ
の
雑
誌
を
印
刷
し
た

と
い
う

(梁
啓
超

『梁
任
公
在
報
界
歓
迎
会
之
演
説
詞
』

一
九

一
二
年
十
月
二
十
四
日
)。

ま
た
そ
の
発
送
方
法
は
、

《京
報
》
の
配
送
人
に
配
達
費
用
を
支
払

っ
て
、
京
報
を
配
る
つ
い
で
に
そ
の
購
読
者

(朝
廷
の
士
大
夫

た
ち

)
の
も
と

へ
届
け
て
も
ら

っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
購
読
料
は
徴
収
し
な
か

っ
た
と
い
う

(康
有
爲

『自
編
年
譜
』
)
(梁
啓
超
同
上
資

料
)。さ

て
、
該
報
の
発
行
が
維
新
派
に
対
し
て
重
い
経
済
的
負
担
を
強

い
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は

そ
の
重
圧
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
紙
代
、

イ
ン
ク
代
、
印
刷
費
、
発
送
費
等
の
必
要
経
費
を
会
員
に
よ
る
自
己
負
担
や

(
「紙
墨
銀
二

雨
,
自
掲
此
款
」
康
有
爲
同
上
資
料
)
そ
の
他

の
寄
付
金
に
よ

っ
て
賄

っ
た
と
い
う

(
「
衰
公

(世
凱
)
首
揖
金
五
百
,
加
以
各
塵
募
集
,
得

千
余
金
,
遂
在
後
孫
公
園
設
立
會
所
,
向
上
海
購
得
譯
書
数
十
種
,
而
以
辮
報
事
委
諸
鄙
人
」
梁
啓
超
同
上
資
料
)。

こ
う
し
た
苦
心
の
甲
斐
あ

つ
て

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
に
対
す
る
反
響
は
上

々
で
あ

っ
た
と
み
え
、
康
有
爲
は

「
朝
士
乃
日
聞
所

不
聞
,
識
議

一
変
焉
」、

「
報
開
雨
月
,
輿
論
漸
明
」
と
そ
の
効
果
を
自
ら
絶
賛
し
、
梁
啓
超
も
ま
た

「辮
理
月
余
,
居
然
毎
日
襲
出

三
千
張
内
外
」
と
該
報
発
行
の
経
過
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。

こ
の
雑
誌

の
発
行
部
数
に
注
目
す
る
と
、
最
初
は

一
日

一
千
部

(康
有

《
(
北
京

)
万
国

公
報
》

(若

杉

)
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爲

『自
編
年
譜
』
)
の
レ
ベ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

一
ヶ
月
あ
ま
り
で
そ
の
三
倍
に
ま
で
数
字
が
躍
進
し
た
と
言
う

の
で
あ
る
か
ら
、

康

・
梁

の
発
言
か
ら
誇
張
の
語
気
を
差
し
引

い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
大
変
な
成
功
ぶ
り
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
李
提
摩
太
の
メ
モ
や
キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
の
公
開
す
る
資
料
、
及
び
康
有
爲

・
梁
啓
超
の
残
し
た
記
録
を
参
考
に
し
な
が
ら

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
最
後
に
少
し
視
点
を
変
え
て
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
発
行
し
た

康

・
梁
ら
が
、
該
報
に
関
し

て
、
事
実
と
は
相
矛
盾
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
を

通
じ

て
、
こ
の
雑
誌

の
実
態
と
戊
戌
維
新
運
動
の
原
点
に
迫
り
た
い
と
考
え
る
。

康
有
爲

や
梁
啓
超
は

《
万
国
公
報
》
を
め
ぐ

っ
て
、
し
ば
し
ば
故
意
に
発
言
を
避
け
、
事
実
と
符
合
し
な
い
意
見
を
表
明
し
た
と
お

ぼ
し

い
。
前
者
と
し
て
は
、
例
え
ば
康
有
爲

や
梁
啓
超
が
そ
の
数
多

い
記
録
の
中
で
、

『
戊
戌
政
変
記
附
改
革
起
原
』

に
お
け
る
た
だ

一
度

の
言
及
以
外
は
、
全
く

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》

の
名
を
出
す
こ
と
の
な
か

っ
た
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿

は
さ
き
ほ
ど
康

・

梁
の
記
述
を
幾
度

に
も
わ
た

つ
て
参
照
し
た
が
、
実
は

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
に
関
す
る
彼
ら
の
記
述
中
に

《万

国
公
報
》
と
い
う

名
称

は
登
場
し
て
い
な
い
。
康
有
爲
は

『
自
編
年
譜
』
の
中
で
、
雑
誌
名
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ず
に
、
た
だ
そ
れ
を

"
報
"
と
呼
ん
で
お

り
、
梁
啓
超
は

『
在
報
界
歓
迎
会
之
演
説
詞
』
に
お

い
て
、

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》

の
こ
と
を
、

《万
国
公
報
》
と

《中
外
紀
聞
》

を
併

せ
た

《中
外
公
報
》
と

い
う
架
空
の
雑
誌
名
で
も

っ
て
呼
ん
で
い
る
。

一
方
、
後
者

の

"
事
実
と
符
合
し
な
い
"
発
言
の
例
と
し
て
い
ち
早
く
想
起
さ
れ
る
の
は
、

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
が
当
時

の

中
国
人
に
与
え
た
影
響
を
彼
ら
が
否
定
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
梁
啓
超
は

「
中
国
報
館
之
沿
革
及
其
価
値
」
(
《清
議
報
》
第
百
冊
、

一

九
○

一
年
)
の
中
で

「
其

(
《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
)
宗
旨
多
椅
干
教
,
干
政
治
學
問
界
,
非
有
大
關
係
焉
。
」
と
述

べ
る
が
、

こ
れ
は

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
が
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
第

一
義
と
し
て
い
た
こ
と
や
、
そ
の
た
め
支
持
層
が
幅
広
か

つ
た
事
実
と
明
ら
か

に
相
反
し
て
い
る
。

で
は
梁
啓
超
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
事
実
と
矛
盾
す
る
発
言
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
.
思
う
に
、
そ
れ
は
自
分
達

(維
新
派
)
が

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
か
ら
受
け
た
強
い
影
響
に
よ

っ
て
、

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
を
創
刊
し
た
事
実
を
隠
蔽

す
る
た
め
だ

つ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
も
そ
も

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
の
内
容
が

《
(上
海
)
万
国
公
報
》
に
ほ
ぼ
完
全
に
依

拠
し
て
い
た
こ
と

は
、
李
提
摩
太
の
著
書

『留
華

四
十
五
年
記
』

(
英
文
)
や
、

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
第

一
号
上
の
英
文
メ
モ
に
お
い
て
す
で
に
指
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摘
さ

れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
李
提
摩
太
発
言
の
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
に

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
の
篇
目
を
見

て
み
る
に
、
第
九
号

と
第
十
号
の
内
容
は

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
の
記
事
を
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
お
り
、
第

七
号
、
第
十

一
号
、

第
十

六
号
、
第
十
七
号
の
内
容
も
ま
た
林
楽
知

(
《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
責
任
者
)
の
著
し
た
文
章
を
収
録
し
た

も
の
で
あ
る
と
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
李
提
摩
太
の
記
録
の
信
愚
性
が
高
い
こ
と
を
確
信
す
る
。
し
て
み
れ
ば
、

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》

と
は

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》
の
名
称
を
模
倣
し
た
の
み
な
ら
ず
、
内
容
的
に
も
そ
れ
を
真
似
て
作

っ
た
雑
誌

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、

梁
啓
超
が

《
(
上
海
)
万
国
公
報
》

の
影
響
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
な
る
真
実
の
偽
り
で
あ

っ
た
と
結
論
付

け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。康

有
爲

や
梁
啓
超
が
、

《
万
国
公
報
》
と

い
う
名
称
を
め
ぐ

っ
て
、
戊
戌
政
変
以
後
沈
黙
を
守

っ
た
理
由
は
、
そ
の
名
が
広
学
会

の

機
関
誌
の
名
に
等
し
か
っ
た
こ
と
を
お
い
て
他
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
世
間

の
目
が
厳
し
か

っ

た
当

時
の
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
即
座
に
納
得
の
い
く
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
維
新
運
動
が
、
実
は
宣
教
師
達

の
影
響
の

下
に
、
布
教
活
動
の

一
環
と
し
て
の
報
刊
経
営
を
完
全
に
模
倣
す
る
形

で
始
め
ら
れ
た
事
実
を

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
と
い
う
雑
誌

名
が
暴
露
し
て
し
ま
う
こ
と
を
催
れ
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も

《
(
北
京
)
万
国
公
報
》
は
、
戊
戌
維
新
運
動

の
原
点
と
も
い
う
べ
き
思
想
的
母
胎
が
、
宣
教
師
の
活
動
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
可
能
性
を
提
示
す
る
存
在

で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て

《
(北
京
)
万
国
公
報
》
は
維
新
派
と
広
学
会

の
間
を
強

固
に
結
び
付
け
る
得
難
い
中
国
側
資
料
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
価
値
に
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
は
こ
の
資
料
が
示
す
事

実
に
基
づ
い
て
、
従
来
顧
ら
れ
る
こ
と
の
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
、
維
新
派
に
お
け
る
宣
教
師
た
ち
の
理
性
と
感
情
の
両
面
に
わ
た
る
強

烈
な
影
響
を
考
慮
し
つ
つ
、
清
末
中
国
思
想
の
全
体
的
な
流
れ
に

つ
い
て
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

研
究
者
の

一
人
と
し
て
、
こ
の
貴
重
な
資
料
が
世
に
広
く
影
印
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
希
望
し
て
止
ま
な
い
。
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(
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